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命
日

會 岳 山 本
~日

1 月 二 ―F可再
~万~~刑

「
昭41

故
辻
村
伊
助
と
善
光
寺
名
所
日
會

小

島

鳥

水

響
に

「
山
岳
」
誌
上

（第
二
十
九
年

第

一
流
）
「
上
高
地
は
神
河
内
が
正
し

き
説
」
を
述
べ

「
こ
の
一
文
を
故
辻

村
伊
助
君
に
捧
ぐ
」
と
添
え
書
き
し

た
関
係
上
、
別
刷
一
部
を
、
令
兄
辻

村
常
助
氏
に
曇
し
た
と
こ
ろ
、
常
助

氏
か
ら
、
祀
般
を
寄
せ
ら
れ
た
ゝ
そ

の
中
に
、
故
伊
助
氏
が
、
未
だ
登
山

な
ど
思
ひ
も
寄
ら
な
か
つ
た
少
年
時

代
に
、
早
く
も
「
善
光
寺
名
所
固
含
」

を
緒
讀
し
て
ゐ
ら
れ
た
こ
と
を
、
懐

警
談
と
し
て
書
か
れ
て
あ
つ
た
の
は

私
の
心
を
動
か
し
た
、
何
故
と
言
つ

て
、
そ
の
名
所
同
會
か
ら
「
神
河
内
」

な
る
正
名

（
と
私
共
が
信
す
る
）
の

證
擦
が
畢
げ
ら
れ
、
故
人
が
断
然
愛

好
せ
ら
れ
た
地
名
が
、
復
活
し
て
、

文
献
的
に
灌
威
を
持
つ
て
来
た
こ
と

を
考
へ
る
と
、
偶
然
で
も
あ
り
、
又

不
思
議
な
囚
果
関
係
が
纏
は
つ
て
ゐ

る
や
う
に
思
は
れ
て
仕
方
が
な
い
、

そ
の
故
を
以
て
、
私
信
を
公
示
し
て

は
失
謹
で
は
あ
る
が
、
常
助
氏
の
一

文
を
、
こ
ゝ
に
韓
載
さ
せ
て
い
た
ゞ

く
こ
と
に
し
た
。

拝
啓
陳
者

「
上
高
地
は
紳
河
内
が
正
し
き

説
」
御
悪
賠
被
下
、
難
有
耽
讀
仕
候
、
且

又
伊
助
の
早
見
に
封
し
、
深
大
な
る
御
支

援
を
辱
ふ
し
候
段
、
旅
り
な
き
御
友
情
の

程
、
し
み
じ
み
感
じ
入
り
申
候
。

現
今
、
都
會
の
低
き
よ
り
し
て
、
天
界
の

高
き
に
憧
る
ヽ
時
、
上
高
地
の
名
、

一
概

に
斥
け
難
く
と
も
思
は
れ
候
得
共
、
凡
そ

地
名
が
、
現
地
に
擦
つ
て
、
命
名
せ
ら
る

ゝ
の
大
多
数
な
る
を
稽
ふ
れ
ば
、
仰
の
通

り
高
地
に
非
す
し
て
、
河
内
を
正
し
と
鶴

す
べ
き
鮎
、
御
高
見

一
々
首
肯
致
さ
れ
候

し
ら
ゆ
ふ

河
上
の
ゝ
白
木
綿
、
花
に
落
ち
た
ぎ
つ

た
ぎ
の
河
内
は
、
見
れ
ど
飽
か
わ
か
も

伊
助
の
愛
誦
致
居
候
古
歌
に
も
、
河
内
と

云
へ
る
は
、
水
邊
の
地
に
有
之
、
勢
以
て

御
高
説
と
全
く
符
節
を
合
せ
候
。

績
て
は
、
御
引
證
の
「善
光
寺
名
所
固
會
」

小
宅
に
て
、
持
ち
憚
へ
候
も
の
は
、
赤
柿

色
の
表
紙
と
、
記
憶
罷
在
り
、
他
の
名
所

同
給
な
ど
ゝ
共
に
、
嘗
て
小
田
原
の
奮
宅

に
て
、
年
々
轟
干
を
ｂ
夏
の
行
事
と
致
候

其
頃
、
国
房
片
手
に
痕
こ
ろ
び
な
が
ら
ぅ

伊
助
共
々
っ
拾
ひ
讀
み
し
た
る
事
を
思
ひ

出
で
候
、
未
だ
若
年
の
事
と
て
、
何
の
目

的
も
無
く
、
あ
れ
是
れ
と
見
散
ら
し
た
る

だ
け
に
候
得
共
、
今
回
紳
河
内
の
出
典
を

承
り
、
偶
ま
往
時
の
記
憶
に
鯛
れ
候
て
は

連
れ
立
ち
し
野
中
の
路
を
、
隔
て
ヽ
遠
く

ふ
り
顧
る
心
地
も
致
し
ゝ
迫
慕
の
情
韓
た

胸
に
迫
り
候
、
御
発
表
に
よ
り
、
世
間
の

蒙
を
林
き
、
併
越
て
神
境
の
出
来
を
説
破

遊
ば
さ
れ
候
御
事
、
斯
界
の
鶯
「
員
に
大

慶
に
存
上
候
。

先
は
御
厚
謹
芳
、
懐
奮
中
上
候
、
敬
具
。

（
以
上
小
島
宛
、
辻
村
常
助
氏
書
信
）

第
四
次
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト

違
征
隊
の
装
備

お
な
じ
ヒ
マ
ヤ
ラ
ヘ
の
エ
キ
ス
ペ
デ
イ

ン
ヨ
ン
で
も
．
隊
員
が
十
六
名
の
多
き
に

上
り
、
目
指
す
は
世
界
の
最
高
峯
、
し
か

も
前
三
回
の
試
登
の
あ
と
を
受
け
て
必
勝

・

を
期
し
、

一
萬

一
千
勢
乃
至
一
萬
三
千
務

一

と
い
ふ
彪
大
な
豫
算
を
計
上
し
て
取
掛
つ

た
昨

一
九
二
三
年
の
エ
ヴ
エ
ン
ス
ト
峯
遠

征
は
、
そ
の
装
備
な
ど
も
チ
ト
桁
が
違
ひ

す
ぎ
る
の
感
が
な
い
で
も
な
い
が
、
中
に

は
参
考
に
な
る
や
う
な
も
の
も
あ
る
し
、

ま
た
ど
ん
な
道
具
を
用
意
し
た
か
と
い
ふ

こ
と
を
知
る
だ
け
で
も
興
味
深
い
も
の
が

あ
る
か
ら
ゝ
近
着
の

『
ラ
ツ
ト
ン
ツ
ヂ
著

エ
プ
エ
ン
ス
ト
二

九
二
三
年
』
に
擦
つ

て
装
備
の

一
端
を
窺
つ
て
み
や
う
。

先
づ
テ
ン
ト
は
研
究
に
研
究
を
重
れ
た

結
果
撻
軽
人
の
Ч
目
尺
蒙
古
地
方
に
行
は

れ
る
原
始
的
な
小
屋
掛
け
風
の
も
の
）
と

フ
ツ
ト
キ
ン
ス
が
北
極
探
検
の
折
に
使
つ

た
極
地
用
テ
ン
ト
と
折
衷
こ
た
も
の
が
考

案
製
作
さ
れ
た
。
材
料
は
特
殊
な
防
水
布

八
角
形
で
蝙
蝠
傘
の
骨
の
や
う
な
彎
曲
し

た
八
本
の
支
柱
に
よ
つ
て
支
へ
ら
れ
る
。

篤
員
に
よ
る
と
コ
ー
モ
リ
傘
の
柄
を
除
い

て
伏
せ
た
や
う
な
格
好
で
あ
る
。
支
柱
は

運
搬
に
便
利
な
や
う
三
分
す
る
。
布
地
の

部
分
は
す
べ
て
二
重
、
グ
ラ
ン
ド
●
ン
ー

ト
の

一
枚
は
縫
付
け
に
し
て
、
更
ら
に
一

枚
別
の
シ
ー
ト
を
敷
く
。
組
で
編
ん
で
閉

め
る
出
入
日
、
雲
母
で
作
ら
れ
た
窓
二
つ

風
向
き
に
よ
つ
て
方
向
を
憂
へ
得
る
通
風

日
。
支
綱
の
ほ
か
に
、
テ
ン
ト
の
裾
に
、

雲
や
石
を
載
せ
て
何
ほ
テ
ン
ト
を
緊
り
さ

内

容

目

次
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光
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計
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告
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六

●
會
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…
…
共
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来
年
の
山
日
記
編
韓
に
つ
き

山
小
屋
、
山
案
内
「
登
山
国
般
の
内
、

訂
正
増
補
致
す
べ
き
と
こ
ろ
を
至
急
御
通

知
下
さ
ら
ば
Ｄ
編
韓
者
は
大
憂
好
都
合
て

あ
り
ま
す
。

口
静
拠

半
専
十日‐
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せ
る
た
め
に
、
餘
分
の
布
を
縫
付
け
て
あ

る
。
牧
容
力
、
六
人
が
榮
々
と
農
ら
れ
る

こ
の
極
地
用
テ
ン
ト
は
三
つ
用
意
さ
れ
．

第
四
キ
ヤ
ン
プ

（高
度
三
二
●
四
〇
〇
颯
）

ま
で
使
用
さ
れ
た
が
、
非
常
な
好
成
績
で

あ
つ
すこ
と
い
ふ
。

ポ
ー
タ
ー
用
と
し
て
は
、
所
謂
ミ
ー
ド

テ
ン
ト

（
屋
根
形
）
の
外
に
十
四
人
を
吹

容
し
得
る
回
錐
形
テ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
た

食
事
用
テ
ン
ト
は
十
六
人
用
の
も
の
、
三

分
さ
れ
る
木
製
の
食
卓
に
昼
込
の
椅
子
、

給
仕
の
控
室
ま
で
附
風
し
て
ゐ
る
と
い
ふ

か
ら
随
分
大
き
な
も
の
ら
し
い
。

飛
行
機
の
翼
に
使
用
す
る
布
で
作
つ
た

ミ
ー
ド
●
テ
ン
ト
も
幾
張
か
準
備
さ
れ
た

十
封
度
乃
至
十
五
封
度
と
い
ふ
軽
量
な
鮎

は
い
ゝ
が
エ
プ
ェ
レ
ス
ト
の
風
や
雲
に
封

し
て
は
馴
か
手
薄
で
あ
つ
た
と
報
告
さ
れ

て
ゐ
る
。

通
風
に
開
し
て
特
に
留
意
し
改
良
を
加

へ
た
ミ
ー
ド
●
テ
ン
ト
三
張
は
上
方
の
キ

ヤ
ン
プ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
が
っ
成
績

は
上
乗
で
あ
つ
た
。

火
急
の
場
合
―

例
ヘ
ビ
ポ
ー
タ
ー
が

動
け
な
く
な
つ
た
時
―

の
た
め
に
極
は

め
て
軽
る
い
天
幕
も
製
作
さ
れ
た
。

登
山
靴
に
就
て
は
従
前
の
遠
征
に
於
て

隊
員
の
多
く
が
凍
傷
に
悩
ま
さ
れ
た
事
責

が
あ
り
、
恨
重
に
考
察
さ
れ
すこ
が
、
登
山

の
経
験
あ
る
靴
屋
が
、
底
を
二
重
に
し
て

間
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
挿
入
し
、
鋲
は
上
底

に
及
ば
わ
や
う
打
ち
、
靴
の
内
部
に
は
フ

エ
ツ
ト
を
縫
付
け
た
も
の
を
考
案
製
作
し

た
。
特
別
な
ク
リ
ン
カ
ー
を
、
重
さ
を
減

じ
る
た
め
、
ウ
ン
ト
間
を
置
い
て
打
つ
た

之
も
結
果
は
よ
か
つ
た
。

チ
ベ
ツ
ト
通
過
中
、
及
び
第
ニ
キ
ヤ
ン

プ
邊
ま
で
の
氷
河
用
と
し
て
特
別
な
靴
も

若
干
作
ら
れ
た
。
筒
こ
の
外
、
例
の
Ｏ
鶴

庁
り
な
ど
の
靴
も
用
ゐ
すこ
や
う
で
あ
る
．

キ
ヤ
ン
プ
滞
在
中
の
使
用
に
常
て
る
た

め
に
作
ら
れ
すこ
、
羊
皮
で
内
部
に
ウ
ー
シ

を
縫
合
は
せ
た
、
膝
ま
で
も
あ
る
長
い
靴

も
大
憂
具
合
が
ょ
か
う
た
。

雪
限
鏡
は
オ
ン
ン
ヂ
色
の
も
の
．
鼻
マ

顎
を
保
護
す
る
マ
ス
ク
に
限
鏡
を
は
め
込

ん
だ
も
の
が
好
果
が
あ
つ
すこ
。

ア
イ
ス
●
ア
ツ
ク
ス
や
グ
ラ
ン
ポ
ン
は

英
國
で
は
作
ら
な
い
の
で
っ
メ
ン
バ
ー
の

一
員
が
奥
大
利
へ
買
出
し
に
出
掛
け
て
、

口
ｏ
】８
ｏＦ
ｏ■
冷
「
商
店
そ
の
他
で
求
め
た

何
本
爪
の
グ
ラ
ン
ポ
ン
と
い
ふ
や
う
な
こ

と
は
分
ら
な
い
。
メ
ン
バ
ー
は
日
頃
愛
蔵

の
ビ
ツ
タ
ル
を
持
参
に
及
ん
だ
が
、
ポ
ー

タ
ー
の
も
忽
せ
に
は
し
て
ゐ
な
い
。

寝
袋
は
パ
ー
ン
ズ
（
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
）

と
ン
ル
バ
ー
●
エ
ン
ド
●
エ
デ
イ
ン
ト
ン

（
ロ
ン
ド
ン
？
）
と
の
製
作
に
係
る
。
物

毛
人
の
袋
を
二
つ
重
れ
、
さ
ら
に
木
綿
防

水
布
の
袋
を
重
れ
る
も
の
。
街
、
ェ
ー
ガ

ー
會
祀
か
ら
獨
特
の
農
袋
十
四
個
が
提
供

さ
れ
た
。
又
ポ
ー
タ
ー
の
倒
れ
た
や
う
な

非
常
時
の
た
め
に
、
二
人
の
人
間
が
「
テ

ン
ト
な
し
に
野
天
で
寝
ら
れ
る
と
い
ふ
鷲

く
べ
き
農
袋
も
考
案
さ
れ
た
と
あ
る
。

ウ
イ
ン
ド
プ
ル
ー
フ
の
着
物
は
所
謂
、

『
グ
ソ
ン
フ
エ
ル
●
ク
ロ
ー
ス
』
の
も
の

と
、
前
記
極
地
用
テ
ン
ト
と
同
じ
布
で
作

つ
た
も
の
と
二
種
を
用
意
し
た
。
前
者
は

會
員
松
方
君
が
持
ち
婦
つ
た
の
で
賓
物
に

つ
い
て
見
る
に
如
か
す
、
之
も
す
べ
て
布

一は
二
重
、
想
像
以
上
保
温
に
役
立
つ
た
も

の
ヽ
や
う
で
あ
る
。

ポ
ー
タ
ー
の
た
め
に
も
充
分
な
防
風
の

オ
ー
パ
ー
オ
ー
ン
を
作
つ
た
。

下
着
ゝ
プ
″
オ
ー
バ
ー
、
靴
下
の
類
は

ウ
ー
ル
の
薄
手
の
も
の
を
重
れ
る
の
が
ゝ

厚
手
の
も
の
よ
り
数
果
が
い
ヽ
と
い
ふ
方

針
で
購
入
さ
れ
すこ
。

手
袋
は
ど
う
も
難
問
題
ら
し
く
、
正
確

な
ス
テ
ツ
プ
●
カ
ツ
テ
イ
ン
グ
の
すこ
め
に

は
餘
り
厚
ぼ
つ
た
い
も
の
は
不
可
だ
し
結

局
、
ス
キ
ー
手
袋
の
や
う
な
格
好
で
、
薄

い
絹
の
も
の
を
二
枚
、
次
に
ウ
ー
ル
の
を

一
枚
、

一
番
外
部
に
羊
皮
製
の
少
し
り
る

い
日
の
も
の

一
枚
、
占
め
て
四
枚
重
れ
る

の
が
最
も
よ
か
ら
う
と
あ
る
。

ダ
ー
ト
ル
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
●
プ
ル
ー
ス

が
カ
シ
ミ
ヤ
か
ら
招
末
し
た
粗
織
の
ウ
ー

ル
地
が
温
く
て
、
足
を
締
め
つ
け
す
、
大

層
具
合
が
ょ
か
つ
すこ
。

ク
ン
バ
ス
渡
り
の
梯
子
、
氷
壁
登
攀
用

の
縄
梯
子
、
木
製
中
空
の
ビ
ト
ン
や
杭
、

昴
８
】①
の
ア
ノン
パ
イ
ン
●
ク
ラ
ブ
●
ロ
ー

プ
二
千
仄
、

「
ｏ記
∽
（
リ
バ
プ
ー
ル
）
製

ロ
ー
プ
二
千
仄
等
も
持
参
し
すこ
。
ノ
ー
ス

コ
ν
直
下
の
急
壁
に
は

一
千
吹
に
及
ぷ
固

定
綱
が
必
要
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。

酸
素
吸
入
器
を
持
つ
て
り
く
か
ど
う
か

と
い
ふ
こ
と
は
、
今
次
の
遠
征
に
於
て
も

大
問
題
で
あ
つ
た
が
、
結
局
持
参
と
決
定

し
、
前
回
使
用
の
も
の
に
比
し
て
海
か
に

軽
量

（
〓
箇
一
二
・
七
五
封
度
）
の
も
の

が
製
作
さ
れ
、　
一
九
二
二
年
、

一
九
二
四

年
度
の
メ
ン
パ
ー
よ
り
も
大
い
に
業
を
し

他
の
科
學
的
装
備
は
極
め
て
簡
略
に
し

て
、
ア
ネ
ロ
イ
ド
晴
雨
計
、
最
高
最
低
温

魔
計
、
望
遠
鏡
等
に
限
つ
た
。

樹
木
が
少
く
て
、
し
か
も
宗
教
上
の
タ

プ
ー
に
よ
つ
て
之
を
伐
ら
な
い
西
蔵
で
の

燃
料
は
確
か
に
難
か
Ｌ
い
問
題
で
あ
る
。

そ
の
國
で
の
主
要
燃
料
で
あ
る
ヤ
ク
の
糞

の
乾
し
すこ
や
つ
は
食
物
や
飲
料
に
何
と
も

言
へ
な
い
臭
氣
を
移
す
と
い
ふ
。
用
意
さ

れ
た
燃
料
は
メ
タ
百
十
二
封
度
。
プ
リ
ム

ス
●
ス
ト
ー
プ
用
と
し
て
燈
油
ゝ
こ
れ
に

パ
ラ
フ
イ
ン
と
軽
油
を
ミ
ツ
ク
ス
し
た
も

の
は
二
五
七
〇
〇
呪
の
高
所
に
於
て
も
素

晴
し
い
成
績
を
上
げ
て
ゐ
る
。

炊
事
道
具
は
ア
ツ
ミ
ニ
ユ
ー
ム
製
。

標
準
型
の
活
動
篤
員
機
は
割
愛
し
て
、

メ
ン
パ
ー
の
二
三
が
十
六
ミ
リ
を
持
つ
て

い
つ
すこ
。
殆
ん
ど
全
除
員
が
各
自
の
ヵ
メ

ラ
を
携
行
、
材
料
は

ン
ネ
●
フ
イ
ル
ム
、

フ
イ
ル
ム
・
パ
ツ
ク
、
ロ
ー
ル
●
フ
イ
″

ム
は
イ
ー
ス
ト
マ
ン
●
ゴ
グ
ツ
ク
製
、
パ

ン
ク
ロ
乾
板
と
、
シ
ネ
●
フ
イ
ル
ム
若
干

は
イ
ン
フ
オ
ー
ド
會
祗
製
。

除
員
の
一
人
ロ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
大
骨
折

で
旅
行
中
の
慰
安
の
た
め
に
抄
か
ら
ぬ
書

物
を
選
ん
で
携
行
し
た
。

フ
デ
オ
の
器
械
を
持
つ
て
い
つ
た
の
は

既
に
他
の
遠
征
隊
の
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
エ
ヴ
ェ
ン
ス
ト
●
エ
キ
ス
ペ
ア
イ

ン
ヨ
ン
で
は
始
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
が
ダ

ー
ジ
リ
ン
を
通
じ
て
ア
リ
ポ
ー
ア
測
候
所

か
ら
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
移
動
状
態
を
知
る

に
役
立
つ
た
こ
と
は
非
常
な
も
の
だ
。

第
二
・
第
四
キ
ヤ
ン
プ
間
に
敷
設
す
る

た
め
の
電
話
器
具
も
用
意
し
た
。
こ
れ
で

高
度
ニ
二
四
〇
〇
颯
の
第
四
キ
ヤ
ン
プ
か

ら
の
ニ
ユ
ー
ス
が
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
、
べ
１

ス
キ
ヤ
ン
ブ
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
、
力
ν
カ
ツ

夕
と
韓
途
さ
れ
て
ロ
ン
ド
ン
の
デ
ー
リ
ー

テ
ン
グ
ラ
フ
紙
の
編
輯
室
ま
で
六
時
間
内

外
で
届
く
こ
と
に
な
つ
た
の
だ
。

食
糧
品
は
す
べ
て
鍵
の
か
ヽ
る
木
箱
に

第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
ま
で
の
も
の
は
約
四
〇
封

魔
、
ノ
ー
ス
●
コ
ν
ま
で
措
ぎ
上
げ
る
も

の
は
三
〇
封
質
を
目
安
と
し
て
詰
め
ゝ
番

琥
を
附
し
、　
一
見
し
て
内
容
を
剣
明
し
得

る
や
う
色
で
日
印
を
つ
け
た
。

ま
あ
大
畿
こ
れ
で
荷
造
り
に
出
来
た
。

あ
と
は
食
料
品
の
細
目
だ
が
、
日
に
し
な

こ
と
も
、
見
た
こ
と
も
な
い
代
物
も
あ
る

ら
し
い
し
、
飛
ん
で
も
な
い
販
違
ひ
を
仕

出
か
さ
な
い
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
こ
ゝ

で
は
鯛
れ
す
に
ソ
ツ
と
し
て
ぉ
く
。

（
日
書
室
に
て
　
藤
島
敏
男
）

山
岳
第
二
十
九
競
第
二
脱
豫
告

本
　
欄

ウ
エ
ス
ト
ン
氏
と
歩
ん
だ
頃
の
思
ひ
出

浦
　
口
　
文
　
治

ア
ル
バ
ー
タ
遠
征
の
追
想
（
二
）

三
　
田
　
幸
　
夫

雑
　
録

ス
ノ
ツ
ド
ン
の
思
出
　
田
　
中
　
　
一薫

一
月
の
日
高
山
脈
札
内
川
上
流

相
　

川
　
　
修

上
信
國
境
御
飯
岳
四
阿
山
縦
走

角
　
田
　
士口
　
夫

大
手
名
春
會
員
壽
像
建
設
計
豊

高

　
頭
　
　
式

鹿
島
槍
に
於
け
る
道
難
報
告

屏
風
岩
に
於
け
る
道
難
報
告

固
書
紹
介

會
　
報

十
二
月
下
旬
壼
刊
の
豫
定

山
岳
第
二
十
年
第

一
琥
の
原
稿
募
集
〆
切

一
月
末
日
。
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新
理
事
選
任
通
知

明
年
度
理
事
改
選
に
際
し
、
改
選

せ
ら
る
べ
き
理
事
五
名
に
封
し
役
員

線
會
よ
り
同
数
の
理
事
候
補
者
を
推

薦
致
し
十

一
月
中
會
員
各
位
に
御
通

知
中
上
げ
各
位
よ
り
の
候
補
者
推
薦

を
待
居
候
虎
締
切
日
た
る
十

一
月
末

日
迄
に
御
推
薦
の
向
無
之
改
選
す
べ

き
理
事
の
数
と
同
数
と
相
成
申
候
、

従
て
塁
に
役
員
絶
會
の
推
薦
し
た
る

五
名
の
理
事
候
補
者
は
會
則
第
十
二

條
並
に
細
則
二
の

（
卜
）
に
擦
り
投

票
を
行
は
す
し
て
常
選
、
明
年
一
月

よ
り
就
任
せ
ら
る
ゝ
事
に
決
定
致
候

新
任
の
五
氏

（別
宮
貞
俊
氏
「
磯

野
計
蔵
氏
ゝ
櫻
井
信
雄
氏
、
ロ
ロ
一

郎
氏
、
森
田
勝
彦
氏
）
は
何
れ
も
深

き
経
験
を
有
越
ら
る
方
々
に
て
本
會

今
後
の
活
躍
見
る
べ
き
も
の
有
之
と

被
存
候
、
何
卒
會
員
各
位
に
於
か
れ

て
も
倍
奮
の
御
支
持
御
後
援
か
賜
は

ら
ん
こ
と
を
奉
懇
願
候

街
各
理
事
の
事
務
分
措
は
決
定
次

第
會
報
誌
上
に
て
御
報
告
可
申
上
候

右
不
取
敢
御
通
知
迄
　
　
　
敬
具

昭
和
九
年
十
二
月

日
本
山
岳
會
役
員
総
會

會
員
各
位

皇
潜
に
於
け
る

山
族
の
準
備
に
就
い
て

田
　
中
　
　
薫

内
地
で
は
何
虎

へ
行
く
の
も
大
抵
同
じ

で
し
や
う
が
墓
潜
の
山
は
大
分
勝
手
が
違

ひ
ま
す
。
此
の
鮎
多
少
心
得
て
ゐ
な
い
と

何
ん
で
も
な
い
事
に
腹
を
立
て
れ
ば
な
ら

わ
様
な
事
は
な
り
ま
す
。
以
下
私
の
狭
い

見
聞
の
範
園
で
其
の
要
領
を
述
べ
て
見
ま

せ
う
。一

、
人
蕃
許
可
其
の
他

豪
潜
の
山
は
大
部
分
、
線
督
府
警
務
局

の
監
轄
の
許
に
置
か
れ
た
特
別
警
察
行
政

Ｅ
域
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
謂
は
ば
我
々

は
警
察
官
に
お
願
ひ
し
て
山
を
見
せ
て
貰

ふ
と
云
ふ
建
前
で
山
に
登
る
の
で
す
。
岩

と
自
分
と
販
組
ん
で
そ
の
間
に
如
何
な
る

不
純
物
を
も
許
容
ぜ
槍
と
云
つ
た
様
な
學

生
登
山
氣
質
は
今
の
と
こ
ろ
遠
慮
越
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

で
、
此
の
特
別
Ｅ
域
印
ち
蕃
地
に
入
る

に
は
ゝ
郡
警
察
部
に
出
頭
し
、
登
山
日
程

を
示
し
た
上
で
入
蕃
許
可
證
と
云
ふ
パ
ス

ポ
ー
ト
を
受
け
る
の
で
す
。
此
の
證
に
は

「
生
命
を
保
證
ぜ
“
」
旨
明
記
し
て
あ
り

ま
す
が
賞
際
は
全
力
を
壼
し
て
我
々
の
身

邊
を
保
護
し
て
下
れ
る
の
で
す
。
旅
行
の

範
国
が
幾
つ
か
の
州
に
跨
る
時
は
豫
め
他

の
州
の
警
察
部
に
も
出
頭
し
て
置
か
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
相
常
大
規
模
の
旅
行
で
あ

つ
た
ら
最
初
豪
北
に
於
て
警
務
局
に
出
頭

し
っ
旅
行
の
目
府
．
希
望
の
プ
ラ
ン
な
ど

を
述
べ
て
便
宣
を
得
ん
こ
と
を
乞
ひ
、
双

方
合
議
の
上
で
無
理
の
な
い
日
程
を
作
る

可
き
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
警
務
局
か
ら
各

地
の
機
関

へ
通
牒
が
行
き
ま
す
か
ら
別
に

入
蕃
許
可
證
の
交
附
を
受
け
る
必
要
が
な

く
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
り
豫
め

樹
て
た
日
程
に
よ
つ
て
総
て
の
手
配
が
出

来
て
あ
る
の
で
す
か
ら
よ
く
よ
く
の
事
で

な
け
れ
ば
日
程
を
憂
更
す
る
事
は
出
来
よ

せ
ん
。

此
は
賓
際
窮
屈
電
話
で
す
が
営
局
に
封

し
て
餘
り
官
僚
的
だ
な
ど
と
不
平
を
云
ふ

の
は
結
局
此
方
の
認
識
不
足
で
も
あ
り
、

又
、
所
調
ェ
ク
ス
八
デ
イ
ン
ヨ
ン
の
困
難

を
わ
き
ま
え
ぬ
も
の
と
も
云
ふ
べ
き
で
す

同
時
に
山
岳
人
の
我
儘
に
も
無
理
か
ら
ぬ

虎
が
あ
る
の
で
、
雨
者
の
間
に
立
つ
て
い

る
ノ
ヽ
斡
旋
の
勢
を
と
つ
て
下
れ
る
の
が

蔓
彎
山
岳
會
の
一
つ
の
親
切
で
す
。
同
會

は
総
督
官
房
文
書
課
内
に
事
務
所
を
置
き

豪
北
帝
大
総
長
幣
原
坦
氏
を
會
長
と
し
、

常
務
理
事
沼
井
鐵
太
郎
氏
、
登
山
係
千
々

ヽ

岩
助
太
郎
氏
等
の
如
き
熱
誠
の
士
が
あ
つ

て
Ｄ
内
地
の
純
な
山
岳
人
の
気
持
を
呑
込

ん
で
其
の
便
宜
を
は
か
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と

で
あ
る
か
ら
そ
の
お
世
話
に
な
る
の
が
よ

い
と
思
ひ
ま
す
”
因
に
同
會
か
ら
は

「
蔓

潟
山
岳
」
（年
刊
）
蔓
潟
山
岳
彙
報
（月
刊
）

が
出
て
ゐ
ま
す
。

二
、
登
山
具
以
外
の
必
要
品

内
地
の
登
山
家
に
は
思
ひ
も
寄
ら
わ
品

で
必
要
な
の
は
第

一
が
名
刺
で
す
。
そ
れ

も
五
枚
や
十
枚
で
は
駄
日
で
、
平
常
持
ち

合
せ
な
い
人
は
肩
書
附
き
の
を
百
枚
刷
ら

せ
て
持
つ
て
行
か
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
墓

北
で
打
合
鷲
に
四
五
枚
、
入
蕃
の
時
四
五

枚
は
必
す
入
用
で
す
し
、
蕃
地
で
は
駐
在

所
の
世
話
に
な
る
毎
に
必
す
二
三
枚
は
い

り
ま
す
。
若
し
名
刺
を
交
換
し
て
置
か
な

い
と
あ
と
で
何
十
人
と
云
ふ
人
に
謹
状
を

嚢
途
す
る
時
ま
ご
つ
き
ま
す
。

第
二
は
小
錢
で
す
。
十
日
札
で
も
持
つ

て
入
ら
う
も
の
な
ら
錢
の
た
め
に
放
程
を

憂
更
越
れ
ば
な
ら
わ
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
蕃
地
の
交
易
所

（安
々
に
取
つ
て

も
唯

一
の
物
餐
供
給
所
）
で
は
あ
ま
り
現

金
を
扱
は
つ
の
で
釣
錢
が
な
い
こ
と
と
、

蕃
人
人
夫
に
一
人

一
人
小
錢
で
日
給
を
支

排
は
れ
ば
な
ら
わ
か
ら
で
す
。
で
、
二
十

日
も
山
に
入
ら
う
と
思
へ
ば
五
十
日
位
は

十
錢
や
五
十
錢
で
持
つ
て
行
か
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

三
、
服
　
装

帽
子
は
登
山
帽
で
も
良
い
が
へ
ν
メ
ツ

ト
が
良
い
と
し
て
あ
り
ま
す
。
日
射
に
封

す
る
用
意
以
外
に
此
は
木
の
枝
な
ど
に
打

た
れ
る
時
安
全
で
す
し
、
急
雨
に
も
堪
え

て
便
利
な
も
の
で
す
。

洋
傘
は
登
山
家
は
そ
の
携
帯
を
一
應
は

じ
る
で
Ｃ
う
が
、
郷
に
入
つ
て
は
郷
に
従

へ
と
云
ふ
意
味
で
矢
張
り
必
要
で
す
。
蕃

地
の
警
察
道
路
を
長
歩
き
す
る
事
は
浦
然

た
る
雨
に
封
し
て
何
も
防
水
外
套
だ
け
で

し
の
ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
棋
に
も
な

る
大
夫
な
も
の
を
持
つ
て
行
く
と
よ
ろ
し

ズ
ヤ
ン
は
脚
眸
と
牛
ズ
ャ
ン
と
を

一
績

き
に
し
た
、
よ
く
請
負
師
が
穿
く
あ
の
型

の
も
の
が

一
般
に
行
は
れ
て
を
り
、
牛
ズ

ヤ
ン
に
日
本
式
の
脚
絆
を
穿
く
事
も
警
察

官
の
間
で
は
普
通
で
す
。
ニ
ツ
カ
ー
に
ゴ

ル
フ
ホ
ー
ス
で
も
差
支
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
は
脚
部
を
充
分
に
保
護
す
る
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
壺
海
の
高
山
で
は
刺
の
あ
る

植
物
が
大
憂
多
い
の
で
此
に
さ
さ
れ
て
歩

け
槍
事
が
あ
る
か
ら
で
す
。
現
に
脚
絆
で

も
薄
い
も
の
だ
と
比
を
透
し
て
刺
さ
れ
Ｄ

刺
を
抜
く
の
に
苦
心
し
た
例
も
あ
り
、
こ

の
跡
が
化
膿
し
て
困
つ
た
事
も
あ
り
ま
す

従
つ
て
墓
潜
で
あ
る
か
ら
と
云
つ
て
無
晴

に
薄
地
の
も
の
で
ズ
ャ
ン
を
作
る
の
は
考

へ
も
の
で
す
。
厚
い
巷
ゲ
ー
ト
ル
等
は
此

の
鮎
で
推
稀
出
来
る
も
の
で
す
。
併
し
ス

警
察
道
路
を
歩
い
て
ゐ
る
事
は
暑
い
時
に

は
膝
が
む
れ
る
様
な
気
が
す
る
の
で
思
切

つ
て
シ
ヨ
ー
ツ
な
用
ひ
る
の
は
確
か
に
得

策
で
せ
う
。

靴
に
立
派
な
警
察
道
路
で
は
ネ
ー
″
ド

プ
ー
ツ
等
重
い
だ
け
で
役
に
も
立
ち
ょ
ぜ

ん
か
ら
普
通
の
ハ
イ
キ
ン
ダ
ン
ユ
ウ
ズ
で

澤
山
で
す
。
そ
し
て
岩
場
に
行
つ
て
か
ら

本
営
の
山
靴
を
取
り
出
す
方
が
賢
明
の
様

で
す
。
私
は
テ
ニ
ス
靴
で
通
し
た
事
も
あ

り
ま
す
が
そ
れ
で
も
済
ま
さ
れ
ま
ず
。
山
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の
警
察
官
は
仄
色
廠
製
の
詰
襟
服
っ
牛
ズ

ヤ
ン
、
紺
の
脚
胎
ｂ　
ハ
ダ
ン
足
袋
ど
云
ふ

身
装
で
す
。
本
島
人
の
用
ふ
る
墓
潟
フ
ラ

ジ
も
よ
い
も
の
で
す
。

先
づ
普
通
の
登
山
用
上
衣
、
ズ
ヤ
ン
を

用
意
し
、
警
察
道
路
を
歩
く
間
は
暑
い
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ヤ
ツ
一
枚
で
す
ご
す
の
が

一
番
で
せ
う
。

四
、
食
糧
品

蔓
潟
の
特
産
物
で
山
に
よ
い
の
は
米
粉

（
ピ
ー
フ
ン
）
と
豚
デ
ン
プ

（
パ
フ
ウ
）

で
ぜ
う
。
米
粉
は
米
の
粉
で
作
つ
た
ウ
ド

ン
の

一
種
で
、
千
饂
飩
と
同
様
に
虎
理
し

て
バ
タ
を
加
へ
、
焼
肉
な
ど
交
ぜ
て
焼
け

ば
鍋
焼
饂
飩
の
類
が
出
来
、
高
山
上
で
、

米
飯
の
甘
く
た
け
ぬ
時
な
ど
。
此
に
代
つ

て
逸
か
に
美
味
で
あ
り
ま
す
。
豚
ガ
ン
プ

は
軽
く
て
焼
海
苔
、
佃
煮
等
と
同
様
長
き

貯
戒
に
堪
え
る
良
い
副
食
物
で
あ
り
ま
す

他
に
肉
類
と
し
て
支
那
料
理
の
焼
豚
肉

（
チ
ヤ
シ
ユ
ウ
）
堅
い
イ
タ
リ
ヤ
風
サ
ラ

ミ
ー
、
千
肉
な
ど
成
る
可
く
堅
い
も
の
も

の
を
用
意
す
る
が
良
く
ｂ
内
地
か
ら
逸
々

持
つ
て
行
く
物
は
氣
候
の
開
係
上
餘
程
注

意
を
要
し
ま
す
。

五
、
薬
　
品

ア
ム
モ
ニ
ア
、
キ
ニ
ネ
、
チ
プ
ス
の
フ

ク
チ
ン
な
ど
は
特
に
必
要
の
も
の
で
せ
う

毒
虫
に
喰
は
れ
な
ら
直
ち
に
ア
ム
毛
ニ
ア

を
塗
つ
て
置
く
こ
と
。
マ
ラ
リ
ア
は
全
島

一

か
ら
殆
ん
ど
駆
逐
さ
れ
ｂ
現
今
で
は
紅
頭

一

喚
に
で
も
行
か
れ
ば
罹
る
心
配
は
な
い
と

一

云
は
れ
て
ゐ
ま
す
が
部
分
的
に
は
そ
の
危

険
は

一
掃
さ
れ
て
あ
る
課
で
も
な
い
様
で

す
か
ら
用
心
第

一
の
人
は
キ
ニ
ネ
を
必
要

と
す
る
で
せ
う
。
チ
プ
ス
な
ど
の
フ
ク
チ

ン
は
総
督
府
の
中
央
試
験
所
の
製
品
を
豪

北
で
用
意
す
る
の
が
よ
い
で
越
う
。
此
は

山
旅
行
に
限
つ
た
課
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

赤
虫

（恙
虫
）
は
東
海
岸
の
或
る
地
方
や

其
の
他
漢
谷
に
滑
つ
た
虎
で
部
分
的
に
は

多
少
の
危
険
が
あ
る
様
で
す
が
大
抵
は
大

丈
夫
、
萬

一
ｂ
嚢
見
し
た
ら
直
ち
に
針
か

な
に
か
で
え
ぐ
り
取
つ
て
あ
と
ヘ
メ
ン
ソ

ノ
ー
タ
ム
で
も
塗
つ
て
置
け
ば
良
い
と
の

事
で
す
。

毒
蛇
の
書
に
就
い
て
は
袋
々
は
初
め
大

憂
神
経
質
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
蛇
は

人
里
に
多
く
山
中
に
は
却
つ
て
少
い
も
の

で
、
二
十
日
も
の
山
族
で
ほ
ん
の
二
三
匹

見
か
け
る
程
度
で
す
か
ら
夜
道
さ
え
せ
れ

ば
何
ん
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

六
、
幕
誉
用
意

天
幕
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ン
ー
ト
は
雨
が
激

し
い
か
ら
是
非
必
要
で
す
。
夏
季
な
ら

一

萬
尺
以
上
の
場
所
で
も
勿
毛
入
り
の
シ
ユ

ラ
ー
フ
ザ
ツ
ク
一
つ
で
充
分
安
眠
出
来
る

程
度
で
す
。
殊
に
蕃
人
の
狩
猥
小
合
を
利

用
し
て
焚
火
で
眠
る
な
ら
ン
ユ
ラ
ー
フ
ザ

ツ
ク
の
他
に
は
何
も
防
寒
具
は
い
り
ま
せ

ん
。
特
に
マ
ラ
リ
ア
の
危
険
あ
る
低
山
岳

に
野
誉
す
る
時
に
は
頭
部
を
覆
ふ
小
型
の

蚊
帳
が
必
要
で
せ
う
。
併
し
先
づ
そ
ん
な

場
合
は
め
つ
た
に
あ
り
ま
す
よ
い
。

蕃
人
の
狩
猟
小
合
は
そ
れ
が
最
近
利
用

き
れ
な
か
つ
た
も
の
に
で
も
蚤
が
澤
山
ゐ

ま
す
。
そ
れ
で
蚤
取
粉
が
必
要
で
す
。

一

番
良
い
の
は
ソ
ュ
ラ
ー
フ
ザ
ッ
ク
に
ス
ツ

ポ
リ
入
つ
て
眠
る
こ
と
で
す
が
、
蚤
を
そ

の
中
に
入
れ
ぬ
様
取
り
扱
ひ
に
注
意
せ
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
蕃
人
と
同
室
に
眠
る
事

は
蚤
を
貰
ふ
か
ら
考
へ
も
の
で
す
。

幕
誉
地
か
ら
稽
遠
い
虎
へ
水
を
汲
み

行
か
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
の
た
め
に
石
油
の

空
罐
を
一
個
用
意
し
此
に
水
を
汲
ん
で

く
様
に
す
る
と
便
利
で
あ
り
ま
す
。
別

蔓
潟
に
限
つ
た
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

地
測
量
部
員
が
よ
く
や
る
方
法
で
す
。

潟
の
山
の
様
に
残
雪
の
な
い
虎

身
近
に
得
る
事
は
相
常
困
難
で
す
。

七
「
其
の
他

腕
時
計
は
革
組
の
営
る
部
分
に
ハ
セ、
モ、

を
生
じ
、
人
に
よ
り
化
膿
し
て
困
る
事

ど
あ
り
ま
す
か
ら
用
ひ
な
い
方
が
良
い
で

せ
う
。

鳥
員
フ
イ
ル
ム
の
類
は
燥
氣
を
防
ぐ
鶯

め
厳
重
な
空
罐
に
牧
め
恭
人
に
持
た
せ
る

荷
の
中
に
入
れ
る
時
は
大
雨
に
遭
つ
て
こ

差
支
な
い
様
に
荷
の
中
心
に
総
き
込
ん
で

置
く
様
特
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

八
、
容
器
の
問
題

蕃
人
人
夫
の
賃
金
は
山
歩
き
の
時
平
均

目
営
六
十
錢
、
普
通
警
察
道
路
に
於
け
る

荷
物
運
搬
は
日
常
五
十
錢
内
外
で
す
。
だ

か
ら
少
し
贅
澤
の
様
で
も
荷
物
は
皆
持
た

せ
、
我
々
は
篤
員
機
と
か
探
集
用
具
と
か

だ
け
小
型
の
リ
ュ
ツ
ク
サ
ツ
ク
に
入
れ
て

自
分
で
持
ち
．
仕
事
の
能
卒
を
攀
げ
た
方

が
得
策
で
あ
り
ま
せ
う
。
蕃
人
は

一
人
仲

間
か
ら
離
れ
て
行
動
す
る
の
を
好
ま
な
い

の
で
、
篇
員
機
等

一
人
に
持
た
越
人
夫
の

一
行
に
お
く
れ
て
我
々
の
身
近
く
を
歩
か

せ
る
事
は
貴
際
中
々
六
ケ
敷
し
い
事
で
す

借
て
荷
物
は
み
ん
な
人
夫
に
持
た
せ
る

と
し
て
こ
の
容
器
は
ど
ん
な
も
の
が
良
い

か
と
云
ふ
事
に
な
り
ま
す
。
彼
等
は
タ
ウ

カ
ン

（殆
ん
ど
全
島
に
通
す
る
名
稗
）
と

稀
す
る
鵬
組
製
の
背
負
袋
に
何
ん
で
も
載

せ
て
背
負
ひ
ま
す
．
で
。
リ
ユ
ツ
ク
サ
ツ

ク
で
も
其
の
儘
は
決
し
て
背
負
ひ
ま
せ
ん

か
ら
人
夫
用
の
大
型
リ
ユ
ツ
ク
サ
ツ
ク
な

ど
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
又
、
取
り
扱
ひ
に

手
加
減
を
知
ら
な
い
か
ら
中
味
を
毀
さ
れ

る
虚
が
あ
る
の
で
先
づ
木
箱
が
最
も
安
全

で
す
。
石
油
罐
の
外
箱
な
ど
は
大
さ
も
丁

魔
良
い
様
で
す
。
又
、
中
位
の
柳
行
李
に

防
水
布
を
貼
つ
た
も
の
等
も
悪
ぐ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

男
子

一
人
の
負
指
力
は
約
六
貫
で
ぜ
う

高
山
上
で
は
そ
れ
以
下
で
す
。
内
地
の
人

夫
よ
り
す
つ
と
蒻
い
と
思
ひ
ま
す
．
此
に

反
し
て
山
中
の
警
察
道
路
を
歩
く
だ
け
な

ら
十
八
九
の
若
い
娘
が
驚
く
可
き
力
張
さ

を
示
し
ま
す
。
彼
女
等
は
大
き
な
山
籠
を

一
本
の
組
で
額
に
支
へ
、
よ
く
十
貫
位
の

荷
を
背
負
ひ
、
手
に
は
航
糸
を
線
り
、
そ

の
上
期
ら
か
に
唄
ひ
つ
ゝ
ス
タ
′
ヽ
と
歩

き
ま
す
。
此
の
場
合
は
山
籠
に
入
れ
る
か

ら
細
い
包
物
等
も
紛
失
の
虞
は
あ
り
ま
せ

ん
。
極
く
大
き
い
荷
物
な
ら
籠
に
入
ら
な

い
か
ら
航
の
大
風
呂
敷
で
包
ん
で
結
び
目

を
額
に
支
へ
ま
す
。
蕃
地
の
出
入
日
に
近

い
虎
で
は
本
島
人
に
テ
ン
ピ
ン
棒
を
以
つ

て
か
つ
が
せ
る
の
が
最
も
能
率
的
で
あ
り

ま
す
。
要
す
る
に
彼
等
は
夫
々
獨
特
の
か

つ
ぎ
方
を
す
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
容
器

は
か
つ
ぎ
易
い
と
云
ふ
よ
り
は
中
味
の
安

全
を
第

一
と
し
て
選
ん
だ
方
が
得
策
で
す

九
Ｄ
宿
　
泊

蕃
地
に
は
宿
屋
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
駐

在
所
に
泊
め
て
貰
ふ
の
で
す
。
そ
れ
で
夜

具
蒲
園
は
勿
論
、
浴
衣
、
丹
前
位
は
用
意

さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
宿
泊
は
警
察
官
の
厚
意

に
依
る
も
の
で
す
か
ら
常
に
感
謝
の
意
を

表
し
．
謝
濃
金
を
置
き
ま
す
。
此
は
身
分

に
よ
り
差
別
を
つ
け
る
可
き
も
の
ら
し
く

几
そ
最
低
二
園
、
高
等
官
級
は
四
ゝ
五
園

以
上
と
の
事
で
す
。

大
き
な
蕃
祀
に
は
交
易
所
か
又
は
購
賣

部
が
あ
り
ま
す
。
交
易
所
は
蕃
人
と
の
間

に
物
々
交
易
を
な
す
と
こ
ろ
で
す
。
米
、

罐
詰
類
其
の
他
日
用
品
ぼ
大
抵
此
虎
で
手

に
入
り
ま
す
か
ら
米
な
ど
を
わ
ざ
′
ヽ
蕃

地
外
か
ら
持
ち
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

駐
在
所
に
は
本
島
人
の
警
手
其
の
他
の

雇
人
の
家
族
が
ゐ
ま
す
か
ら
、
洗
一種
は
其

の
細
君
に
安
く
し
て
も
ら
ふ
事
が
出
来
ま

す
。
（
昭
和
九
年
十

一
月
記
）

山
　
の
　
消
　
息

京
都
帯
大
旅
行
部
各
期
白
頭
山
登
山
計
露

十
二
月
十

一
日
　
先
嚢
除
　
（四
名
）

京
都
嚢

（
夜
）

廿
四
日
　
恵
山
鎮
着

・
十
五
日
　
悪
山
鎮
―
胞
胎
里
　
本
除

（
七

一　

名
）
京
都
装

（朝
）

十
六
日
　
胞
胎
里
―
三
池
淵

（人
夫
用
小

一

屋
建
設
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

十
七
日
　
胞
胎
里
へ
連
絡
・

ベ
ー
ス
キ
ャ

一

ム
プ
偵
察

十
八
日
　
午
後
本
除

「
三
池
淵
小
屋
」
に

．

着
き
編
除
を
憂

へ
四
班
に
分
つ

十
九
日
　
三
池
淵
よ
り
往
復
な
し
得
る
地

諮
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ム
プ
を
建
設

三
十
日
―
一
月
二
日

ベ
ー
ス
キ
ヤ
ム
プ
よ
り
更
に
第

一
キ
ャ

ム
プ
、
第
ニ
ヰ
ャ
ム
プ
を
組
て
。　
一
月

一
日
第

一
班
偵
察
を
兼
れ
登
頂
、
此
の

間
各
キ
ヤ
ム
プ
間
は
各
班
に
よ
り
絶
え
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す
連
絡
を
と
り
、
二
日
「
三
日
は
各
班

登
頂
し
猶
ほ
自
岩
、
層
岩
に
至
り
且
頂

上
直
下
の
天
池
を
偵
察
研
究
す

一
月
四
日
―
六
日

四
日
よ
リ
キ
ヤ
ム
プ
を
漸
次
引
き
上
げ

六
日
全
員
三
池
淵
小
屋
に
下
る

七
日
　
三
池
淵
に
仝
員
体
養

八
日
　
一
班
　
胞
胎
里
、
悪
山
鎮
、
京
城

を
経
て
往
路
を
戻
る
（十
三
日
頃
露
洛
）

二
班
　
一
ｂ
二
回
キ
ャ
ム
プ

（
又
は
小

屋
泊
り
）
し
て
農
事
洞
に
出
で
茂
山
を

経
て
清
津
府
に
至
り
汽
船
、
又
は
汽
車

（
此
の
場
合
は
往
路
と
同
じ
）
に
て
婦
還

（十
五
日
頃
婦
洛
）

人
夫
は
十
名
―
十
五
名
使
用

（
一
月
二

日
卸
ち
小
屋
建
設
運
撤
を
経
り
た
る
時

約
牛
数
は
婦
ら
す
豫
定
）

ベ
ー
ス
キ
ヤ
ム
プ
に
於
け
る
人
夫
は
主

と
し
て
炊
事
に
従
事
し
ア
ド
バ
ン
ス
ド

キ
ヤ
ム
プ
第

一
、
第
二
に
は
人
夫
を
使

用
せ
す

計
豊
備
考

こ
の
地
方
は
鮮
満
國
境
の
奥
地
の
こ
と
ゝ

て
よ
く
訓
練
よ
れ
た
人
夫
を
使
ふ
事
は
望

ま
れ
ま
越
ん
の
で
私
逹
に
出
来
る
限
り
隊

員
の
自
力
に
依
り
運
搬
、
炊
事
等
を
虎
理

し
科
學
的
研
究
と
最
後
の
登
頂
を
完
成
し

た
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
。
そ
の
鶯
に
今
度

の
計
費
は
隊
員
を
数
班
に
分
ち
ベ
ー
ス
キ

ヤ
ム
プ
ヘ
ゝ
更
に
頂
上
キ
ヤ
ム
プ
ヘ
と
萬

全
を
期
し
て
着
責
に
ル
を
進
め
て
行
き
、

物
資
の
運
搬
と
同
時
に
常
に
新
し
い
精
鎗

な
隊
員
を
繰
出
し
得
る
仕
組
み
に
な
つ
て

ゐ
ま
す
。
露
誉
地
は
山
麓
胞
胎
里
を
去
る

北
方
約
四
里
の
三
池
淵
に
人
夫
専
用
の
オ

ン
ド
ν
附
き
山
小
合
を
建
設
、
そ
の
先
二

里
牛
の
地
貼
に
隊
員
の
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ム
プ

を
設
置
Ｄ
更
に
進
ん
で
森
林
限
界
に
第

一

キ
ヤ
ム
プ
。
こ
れ
を
中
維
と
し
て
頂
上
直

下
に
第
ニ
キ
ヤ
ム
プ
を
設
け
、

一
日
に
て

往
復
し
得
る
此
鮎
に
テ
ン
ト
を
設
け
、
そ

の
聯
絡
の
遺
憾
な
き
を
期
し
又
無
線
有
線

の
電
信
等
も
考
へ
て
ゐ
ま
す
。
又
天
池
そ

の
他
の
冬
期
に
於
け
る
状
態
及
び
気
象
學

的
研
究
を
途
行
し
ま
す
。

各
期
自
頭
山
登
山
費
豫
算

（隊
員
拾
壼
名
）

旅
費
　
六
七
七
日

汽
車

（
京
都
―
合
水
往
復
）
三
二
〇
回

自
動
車

（合
水
―
胞
胎
里
往
復
）
二
〇

〇
回
　
列
車
中
雑
費
（食
事
通
信
等
）
七

〇
回
　
宿
泊
費
（恵
山
鎮
ｂ
胞
胎
里
）
七

七
日

入
夫
費
　
三
〇
〇
曰

一
人

一
日
　
二
園

（食
料
供
給
）
延
人

員
　
一
五
〇
人

機
費
　
一
五
〇
曰

胞
胎
里
―
三
池
淵
　
一
蔓

一
五

″Jし^

往
　
七
蔓
　
一
〇
五
園

復
　
三
墓
　
　
四
五
日

食
料
費
　
三
二
〇
園

除
員

一
日

一
人
　
一
回
　
十

一
人
三
〇

日
分

（人
夫
の
食
費
は
人
夫
費
よ
り
支

出
）

燃
料
費
　
二
〇
園
　
ガ
ソ
リ
ン
、
メ
タ

篤
員
費
　
七
〇
回
　
普
通
篤
員
の
み

荷
造
費
　
五
〇
回

荷
物
途
料
　
一
五
〇
曰
　
汽
車

（
京
都
―

合
水
）
ト
ラ
ッ
ク
（合
水
―
胞
胎
里
）

諸
雑
費
　
二
〇
〇
曰

装
備
具
費
　
一
一
一
一
六
園

観
測
器
具
費
　
五
〇
〇
園

（気
象
親
測
器

具

一
式
、
寒
氣
に
封
す
る
書
學
的
研
究

用
具
）

合
計
　
四
四
五
三
園

参

加

遠

征

際

員

今
西
　
錦
司
　
　
動
物
措
営

西
堀
榮
二
郎
　
　
物
理
、
化
學
措
賞

高
橋
　
健
治
　
　
植
物
捨
宙

満
井
　
東

一　
　
署
學
措
宙

奥
　
　
貞
雄
　
　
民
族
捨
宙

平
吉
　
　
功
　
　
篤
員
、
植
物
指
賞

長
谷
川
清
二
郎
　
篤
員
指
宙

堀
　
　
龍
雄
　
　
無
電
措
営

加
藤
　
泰
安
　
　
林
業
措
営

兄
島
　
勘
次
　
　
地
質
措
営

谷
　
　
　
博
　
　
警
學
指
営

補
快
學
生
　
小
野
寺
幸
之
進
．
岩
橋
清

次
郎
ゝ
杉
山
佐

一

京
都
帝
國
大
學
旅
行
部
の

自
頭
山
各
期
遠
征

へ
の
寄
附

京
大
旅
行
部
の
自
頭
山
遠
征
計
書

（別

項
参
照
）
に
封
し
、
本
會
は
こ
の
遠
征
の

有
意
義
に
Ｌ
て
、
又
本
邦
登
山
界
に
ひ
と

つ
の
刺
戟
と
も
な
る
べ
き
を
お
も
ひ
、
遠

征
費
用
の
一
端
に
も
と
金
壼
百
日
を
遠
征

除
に
寄
附
す
る
旨
十
二
月
定
例
理
事
會
に

於
て
決
議
し
京
大
旅
行
部
に
途
つ
た
。

堀
保
美
氏
富
士
遭
難
顧
末

武
蔵
山
岳
會
々
員
堀
保
美
氏

ハ
十

一
月
四

日
雪
中
富
士
登
行
ノ
ロ
的
チ
以
テ
革
身
富

士
吉
田
チ
出
装
ン
タ
マ
ヽ
消
息
チ
断
チ
ン

虎
十

一
月
九
日
午
後
三
時
二
至
り
痛
ン
ク

モ
氏

ハ
ツ
パ
ク
ラ
澤
二
死
畿
ト
ナ
ツ
チ
嚢

見
サ
ン
タ
ノ
デ
ァ
ツ
タ
。

遭

難

賓

情

武
蔵
山
岳
會

ハ
十

一
月
七
日
午
前
八
時
堀

氏
歳
父
ヨ
リ
堀
保
美
氏
ノ
捜
索
チ
委
嘱
セ

ラ
ン
タ
ν
二
依
リ
タ
ゞ
チ
ニ
緊
急
理
事
會

テ
招
集
ン
協
議
ス
。

堀
氏

ハ
三
日
午
後
十

一
時
五
十
分
新
宿

残
四
日
五
合
目
小
屋
一
油
ノ
上
五
日
早
朝

頂
上
二
至
り
同
夜
必
ズ
婦
京
ノ
豫
定
ニ
テ

出
残
セ
ン
二
七
ロ
ニ
至
ノン
モ
未
グ
蹄
京
セ

ザ
ν
二
依
り
至
急
捜
索
ノ
勢
ナ
煩

ハ
ン
タ

ン
ト
云
フ
ノ
デ
ァ
ッ
タ
。

ソ
コ
デ
會
デ
ハ
不
取
敢
富
士
吉
田
町
ミ

ド
リ
屋
二
封
ン
電
報
チ
以
テ
問
合
セ
ン
虎

四
日
午
後
七
時
営
宅
チ
出
資
ン
タ
マ
ゝ
未

ダ
ニ
清
息
ナ
キ
故
営
方
デ
モ
心
常
リ
チ
捜

索
中
ナ
リ
ン
ト
ノ
返
電
ナ
リ
。

東
京
デ
捜
索
隊
チ
出
ス
マ
デ
何
故
地
元

二
於
テ
何
等
ノ
通
知
チ
モ
獲
セ
ザ
リ
ン

カ
ニ
ツ
キ
氏

ハ
登
行
二
相
等
ノ
自
信
ア

リ
ン
故
二
日
乃
至
三
日
位
清
息
チ
断
チ

ン
モ
遭
難
セ
ン
モ
ノ
ト
認
ム
ν
ハ
早
計

ナ
リ
ン
ト
思
ヒ
東
京
ヨ
リ
ノ
問
合
セ
ア

ツ
マ
デ
事
件
ノ
公
表
チ
差
控
ヘ
タ
″
ニ

依
ν
ナ
リ
。

披
二
於
テ
武
蔵
山
岳
會
デ
ハ
協
議
ノ
結

果
第

一
班
ト
ン
テ
會
ノ
代
表
加
藤
太
郎
泣

二
會
員
中
村
、
清
水
ソ
ン
ニ
親
威
内
山
友

人
泉
水
氏
卜
宇
田
川
ガ
此
ノ
ニ
参
加
ン
八

日
午
後
十

一
時
五
十
分
堀
氏
厳
父
競

二
會

員
多
数
二
見
途
ラ
ン
吉
田
ニ
ム
ヶ
出
嚢
ス

「
七
日
出
嚢
ノ
虎
堀
氏
方
ヨ
リ
都
合
二
依

り
一
日
延
引
チ
申
出
タ
ル
ニ
依
ν
」

九
日
午
前
三
時
二
十
分
富
士
吉
田
ミ
ド

リ
ヤ
着
ゝ
早
朝

ニ
モ
カ
ヽ
フ
ラ
ズ
池
谷
氏

（
五
合
日
主
）
来
訪
ン
営
時
ノ
模
様
チ
聴

取
ソ
捜
索
ノ
方
法
チ
協
議
ス
。

捜

索

方

法

池
谷

ハ
病
氣
ノ
鶯
田
村
勝
治
氏
五
合
目
小

屋
二
滞
在
セ
ン
ニ
堀
氏

ハ
四
日
正
午
頃
木

訪
サ
ν
。

五
日
午
前
三
時
出
嚢
ノ
豫
定
ナ
リ
ン
故

起
セ
ン
虎
気
分
悪
キ
ト
申
ン
体
ミ
タ
リ
ソ

ン
テ
四
時
再
ピ
起
床
サ
ン
氣
分
幾
分
ヨ
ケ

ン
バ
ト
云
ヒ
食
事

（茶
椀

二
一
パ
イ
）
探

ラ
ン
シ
モ
顔
色
悪
ク
今
ロ
ノ
登
行
不
可
能

ノ
状
態
ナ
リ
ン
ト
思
惟
ン
タ
ン
バ
中
止
チ

勘
告
セ
ン
ニ
決
ン
テ
迷
惑

ハ
カ
ヶ
ズ
ト
云

ヒ
午
前
四
時
牛
単
身
出
嚢
ス
。

此
ノ
ロ
中
大
生
ノ
死
盤
引
降
ノ
鶯
池
谷

ハ
午
前
八
時
頃
人
夫
多
数
卜
共
二
五
合
目

二
来
リ
ソ
ン
テ
大
澤
」
出
残
ノ
途
時
田
村

ヨ
リ
堀
氏
今
朝
氣
分
悪
ク
ン
テ
登
行
セ
ン

ガ
不
安
ナ
リ
ン
鶯
注
意
ス
ル
様
依
頼
サ
ン

タ
ン
バ
池
谷
等

ハ
午
前
十
時
ヨ
リ
作
業
ン

ナ
ガ
ラ
大
澤
二
居
リ
タ
ヘ
ズ
頂
上
方
面
ニ

氣
チ
ク
パ
リ
ナ
ガ
ラ
午
後
三
時
頃
マ
デ
作

業
チ
紅
績
セ
ン
ガ
其
ノ
間
姿
チ
認
メ
ズ
不

安
ノ
ゥ
チ
ニ
下
山
ス
、
此
ノ
ロ
天
氣
静
穏

ニ
ン
テ
眺
望
ヨ
ン
。

依
テ
モ
ン
堀
氏
ガ
墜
落
ン
テ
大
澤
デ
ナ

キ
事
チ
断
言
セ
ラ
ン
タ
。

前
以
テ
東
京
出
発
ノ
途
時
吉
田
警
察
署

デ
ハ
厩
橋
警
察
署
ノ
捜
索
依
頼

二
依
り
御

殿
場
警
察
署
泣

二
大
宮
警
察
署

二
封
ン
捜

索
方
チ
打
電
セ
ン
虎
頂
上
槻
測
所
ヨ
リ
ノ

入
電
二
五
日
早
朝
頂
上
二
學
生
ノ
姿
只
一

人
認
メ
タ
″
モ
直
チ
ニ
下
山
ン
タ
″
様
ナ

リ
ト
ノ
報
告
ナ
リ
０

六
日
ニ
ハ
五
合
日
以
上
二
降
雪
ア
リ
二

尺
。七

日
入
山
中
ノ
帝
大
山
岳
部
員
ノ
壼
力

二
依
り
夏
季
登
行
路
競

二
頂
上
附
近
チ
捜







41-8

美津堪
オノ/ビヤ̀
ビ/デ//ロ

フツトフエル ト

システムを合理

的 i二 改善せるも

ので皮革部分を

極度に縮小せる

と共にビル ドス

テキン締其の性

能を有利に使用

した締具です。

¥3。80
中[lkス キーの

新傾向を指示す

る締具です全金属

製スプリングの最

合理的な使用はス

キー操作に封し最

高の効果を典へま

す。従来スキー走

行上生じる皮締具

の持つ不愉快なる

伸びよ♭完全に逃

避し得られます。

¥4000

美津業
ググズ|チ任 ズ
じグ7″
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Ⅲ
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ルヰフネシらくさ
家

庭

活

動

映

書

の
覇

王

ｖ
・　
東
京

サ
２
フ
伊
ラ
フ

度 光感 高超

鼻1‖距l尭 姿→警附像現

店ホ六西小室
町

Ｘ

マ

ス

及

新

春
…

…

長
夜
の
お
集
り
に
は
何
よ
り

お
奨
め
申
上
げ
ま
す

映
書
＝
餃
進
塁
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